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秋田大学：秋田リカレント教育プラットフォーム（AREP）構築事業

• 秋田リカレント教育プラットフォーム構築事業

• 企業研修や短期講座を提供することで受講料収益を確保し、補助期
間終了後も継続可能な運営モデルを構築する。また単年度から中長期
までの財務計画を策定し、体制整備・人員確保を図る。受講者からの
評価を反映し、オンラインプラットフォームとデータを活用してプログラムを
継続的に改善し続け、ブラッシュアップすることで更なる受講者確保につ
なげる。

• 本事業の成果や好事例を、専用HPやフォーラム等を通じて、プラット
フォーム内外に広く発信・普及する。

• 秋田県全域を対象に、社会人の学び直しを支援する仕組みを構築し、
地域産業の振興と人材育成を促進する。また産学官金言が連携し、
全国展開可能なリカレント教育モデルの構築を目指す。

事業テーマ概要 事業テーマの特色

• 地域企業のニーズに基づくプログラム開発
– 後継者不足やDX人材不足など、地域企業の具体的課題に対応
するため、県内企業への詳細なニーズ調査を実施の上、

– 秋田大学をはじめとした関係機関が連携し、次世代経営者育成プ
ログラムやDX入門講座など、実情に即した教育プログラムを共同で
開発する

• 地域間格差のない学習機会と持続可能な運営体制
– オンライン環境や秋田大学の分校（サテライト）を活用し、秋田県
全域に学習機会を提供する

– また、有償研修の導入や自治体からの支援により安定的な財源を
確保し、専任職員を配置することで、事業の継続性と運営の安定
性を確保する

• 多機関連携による地域全体の人材育成
• 秋田大学を中核とし、産学官金言が一体となった「秋田リカレント
教育プラットフォーム」を構築し、地域全体で連携しながら社会人
の学び直しを支援し、人材育成と地域産業の活性化を図る
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①名称 Ⓐ事業テーマ特徴

秋田県

Ⓑ アピールポイント

6月採択時点の事業テーマ・プログラム案（今後予告なく変更の可能性有り）

• 秋田大学 地方創生・研究推進課 毛利
Mail：dxdx@jimu.akita-u.ac.jp Tel：018-889-2547

担当連絡先

② 自走化に向けた取組

③ 普及啓発活動

④ 達成目標
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地域企業の事業参画・地域ニーズ情報提供等

秋田リカレント教育プラットフォーム

金融
機関行政

産業界

 産学官金言が連携し、リカレント教育の体制を構築。受講者の意欲向上や企業の成長に確実につながる教育内容を整備する。
 教育プログラムの内容や学修効果を継続的に検討し、修了後の追跡調査でコンテンツを改善していく。

 スキルアップを通じてキャリアの選択肢を広げ、地域産業に貢献できる人材を育成し、人材の定着を図る。
 企業の課題（後継者不足やDX対応の遅れ）を解決する人材を育成し、地域の産業を支える。

言

大学

2/3

企業が継続的に人材を派遣できる制度設計・動機づけの仕組みづくりに関する検討
受講者および受入企業への追跡調査を実施し、教育プログラムの内容や学修効果について検討

専用HPを運営し、秋田県のリカレント教育プログラムを集約・普及・発信

金融機関大学産業界
秋田商工会議所、秋田県商工会連合会
秋田県中小企業団体中央会、秋田県経営
者協会、秋田県情報産業協会、秋田高専グ
ローカル人材育成会、TSA、NTT東日本

秋田支店、NTTDXパートナー

秋田大学
秋田工業高等専門学校

国際教養大学
秋田公立美術大学

日本赤十字東北看護大学・日本赤十字東北看
護大学介護福祉短期大学部

秋田県あきた未来創造部・産業労働部
秋田労働局、秋田市
秋田県ふるさと定住機構

秋田銀行
北都銀行

・広報・周知
・地域企業の事業参画・地域ニーズ情報提
供等
・受講者のコミュニティ形成・伴走支援等
・講師派遣

・専門知識を活かした教育プログラムの設計・
提供
・地域課題解決に寄与するスキル提供
・プログラム評価と改善

・地域課題のデータ収集・分析への協力
・教育プログラムのマッチングへの協力
・プログラム普及の協力と政策支援等の検討
・助成金制度の提供

・教育プログラムの周知や啓発活動の支援
・教育プログラム参加者と企業をマッチングする仕
組みへの協力
・財務的観点からのプログラム評価への助言

構
成

役
割

言

秋田魁新報社
秋田放送

・プログラム活動や成果の紹介
・地域住民への情報発信

行政

プラットフォームの特徴

プラットフォームで取り組む地域課題

秋田県

6月採択時点の事業テーマ・プログラム案（今後予告なく変更の可能性有り）

秋田大学：秋田リカレント教育プラットフォーム（AREP）構築事業
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プログラム概要

3/3 秋田県

プログラム名 対象者 目的・内容

次世代経営者育成プログ
ラム（仮名）

経営者・リーダー層向け 企業が直面する課題を持ち込む「ケースメソッド型研修」を通
じて、DX推進を支援し、経営戦略や業務改革に実践的に
活用できる力を養うことを目的とした講座。

DX入門講座 社会人向け 基本的なプログラミング技術の理解から始まり、AIやデータサ
イエンスといった応用分野のスキルを習得し、組織内の業務
効率化と労働生産性向上に繋げることを目的とした講座。

地域人材育成講座
（仮名）

社会人向け 社会人が地域課題の解決に貢献できる知識とスキルを短時
間で効率よく習得し、実務やキャリアに活かすことを目的とし
たプログラム。

新商品企画・マーケティン
グ講座（仮名）

地域メーカー向け 生活者起点の新商品企画の実践、社内起業家（イントレ
プレナー）の養成を目的とした講座。

経営者向けセミナー 経営者・リーダー層向け 有識者の講話やディスカッションを通じて、異業種連携や経
営者間のネットワークを構築し、新たなビジネス機会を生み出
すことを支援する講座。

6月採択時点の事業テーマ・プログラム案（今後予告なく変更の可能性有り）

秋田大学：秋田リカレント教育プラットフォーム（AREP）構築事業
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